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存率増大作用を示し， しかもその作用 dopamine などに比べて明らかに強力であった。 α受容体刺激薬
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として知られる phenylephrine はM6434のように有効性を示さなかった。ショック状態の動物の循環系





pheny lephrine や dopamine はこのような作用を示さなかった。




本論文はショックの治療薬として有望祝されている新規合成化合物 2 -( 5 -chloro -2 -methoxypeny 1) 
azo) -1 H -imidazole (M6434) の薬理作用を解析し，その抗ショック作用のメカニズムについて研







第 2 章では，薬理学的検討によって， M6434は血管収縮や血圧上昇などの強力なアドレナリン α受容
体刺激作用を有すると同時に，急J性循環不全(=ショック)の治療薬として用いられている dopamine
に類似した心収縮力増大，利尿などの作用も併せ持つことを示している。ついで第 3 章では， M6434を
ショックの治療薬として臨床的に応用することを考え，非可逆的な種々のショックモデルを作製しその
作用を検討した結果，強力な生存率増大作用を示すことを明らかにした。通常の α受容体刺激薬である
pheny lephrine は全くそのような作用を有せず，また dopamine 等よりその作用は強力である事が分かつ
た。そこで，第 4 章ではその生存率増大作用のメカニズムを検討した。その結果， M6434は α受容体作
用薬や dopamine などに部分的には似た薬理作用を示すが，更にこれらの薬物にはない静脈潅流量増大
作用と臓器血流再分配作用を有し，それによって抗ショック作用を有することを明らかにした。
以上のように，本論文は新規な合成化合物の薬物作用の機構の解析において新しい知見を与えたもの
であり，工学博士の学位論文として価値あるものと認めるO
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